
2-2

H27 H28 H29 H30 H31

1 3ヶ所 3ヶ所 2ヶ所 2ヶ所 13ヶ所 13ヶ所

2

3

4

職員人件費　 （＝人員（人工）× 7,696 千円）

単位コスト実績値　１　（＝総事業費÷成果実績値） 2,350 2,053

単位コスト実績値　２　（＝総事業費÷成果実績値）

616 616 616

総事業費　（＝事業費＋職員人件費） 4,700 4,106 4,056

一般財源

人員（人工） 0.08 0.08 0.08

内

訳 その他 3,384 2,550 3,140

H30予算

4,084 3,490 3,440

国道支出金 700 940 300

地方債

事業費　（＝下記内訳計）

H29予算 H29決算

活動指標名
計画値
（H27）

実績値
目標値
（H32）

目標値
（H37）

防災倉庫の設置数

活動内容

（事業の概要や具体的な内
容、方法など）

　避難所の食糧備蓄について、消費期限到来に伴い更新した。
　また、友知地区と珸瑤瑁地区の２ヶ所に防災倉庫を設置し、備蓄品を配備した。

意　図

（どの様な成果を得ようとして
いるのか）

　各避難所に食糧や備蓄品を整備することにより、避難所を円滑に開設・運営し、避難生活の質を
向上させる。また、防災倉庫を整備することにより、建物等が無い場所を一時避難場所としている地
域が倉庫に物品等を備蓄することで、孤立化や数時間から１日程度の避難に対応でき、地域住民
が主体的に備蓄品を早急・円滑に利用することができる。

３　事務事業の現状

２　事務事業の概要と目的

対　象

事務や事業が対象としている人
や団体など

市民

対象者の今後の予想 減少

１　施策体系

施策体系との関連
施策区分 防災・減災対策の強化

施策目標 官民協働による地域防災力の向上に取組むまち

重点プロジェクト ■該当　　□非該当 評価時期
■中間
□事後

事務区分
■自治
□法定受託

別紙１　　　　　　　事務事業評価（中間評価）シート　【平成29年度】

主管課名（担当名） 総務課（総務・防災担当）

事務事業名 災害備蓄推進事業 事業番号 11771



６　事務事業の今後の方向性

今後の方向性

■現状のまま継続
□見直しのうえで継続　（□拡充　　□手段を見直す　　□効率化　　□簡素化　　□統合・振替）
□終期設定あり　（H　　年度末終了予定）
□休止
□廃止
□完了

作成年月日 平成30年6月

オ．
他の事業との統合につい
て可能性がありますか

□ある　　■一部ある　　□ない

　指定避難所への防災倉庫の設置については、災害用備蓄品の保管庫としての使用が想定される
が、その他倉庫へ保管する場合も考えられる。

カ．
受益者に負担をいただく
（又は負担を見直す）可
能性はありますか

□ある　　□検討の必要性がある　　□ない　　■既に負担がある

　災害への備えとしての備蓄品は、「自助」による各家庭における備蓄をはじめ、地域において自主
的に避難所や防災倉庫に備蓄している実績がある。

ウ．
事業内容の中で、見直し
を行う必要はありますか

□ある　　■一部ある　　□ない

各避難所へ一律に配備する災害用備蓄品については一定程度の整備が完了したことから、今後は
指定避難所において避難生活を送る場合の良好な生活環境を確保するための備蓄品の整備を進
めたい。

エ．
単位コストまたは事業費
を工夫できるアイデアは
ありますか

■ある　　□一部ある　　□ない

　引き続き、各種交付金や補助金制度を活用して整備を進めたい。

５　事務事業の評価

ア．
意図する成果に有効に結
びついていますか

■結びついている　　□一部結びついている　　□結びついていない

　各避難所に食糧や備蓄品を整備することにより、避難生活における避難者の健康を守り、その後
の生活再建への活力を支える基礎となるよう、避難所を円滑に開設・運営し、避難生活の質の向上
が図られている。また、防災倉庫を整備することにより、建物等が無い場所を一時避難場所としてい
る地域については、倉庫に物品等を備蓄することにより孤立化や数時間から１日程度の避難に対応
でき、地域住民が主体的に備蓄品を早急・円滑に利用できる環境となっている。

イ．
市以外がその事業に取り
組むことは可能ですか
（民間、ＮＰＯ等）

□可能　　■一部可能　　□不可能

　災害の備えとしての食糧・備蓄品等については、自助・共助の理念に基づき住民自らも備蓄に努
めるものであるが、避難所における食糧や備蓄品の整備は、大規模災害時の物資調達が困難な状
況に備え、応急的に対応でき得る一定数量は市において整備するべきものである。

４　事務事業の見直し状況や行政課題など
　　（事前評価にかかげた課題について記入）

見直し状況 ■検討中　　□見直し・改善済み　　□見直しをしたが改善に至っていない　　□検討していない

見直しの内容など 　避難住民や避難所を運営する者が災害時に混乱することのないようマニュアルを整備する。

今後の動向・市民ニーズなど
　各避難所へ一律に配備する災害用備蓄品については一定程度の整備が完了したことから、今後
は食糧備蓄の消費期限到来に伴う更新や、指定避難所において避難生活を送る場合の生活環境
を確保するための備蓄品の整備を進める。



2-2

H27 H28 H29 H30 H31

1 25回 18回 24回 27回 30回 35回

2 63％ 65.8％ 65.8％ 67.3% 70％ 80％

3

4

職員人件費　 （＝人員（人工）× 7,696 千円）

単位コスト実績値　１　（＝総事業費÷成果実績値） 125 72

単位コスト実績値　２　（＝総事業費÷成果実績値） 51 29

616 616 616

総事業費　（＝事業費＋職員人件費） 3,399 1,953 2,773

一般財源

人員（人工） 0.08 0.08 0.08

内

訳 その他 2,783 1,337 2,157

H30予算

2,783 1,337 2,157

国道支出金

地方債

自主防災組織の結成率

事業費　（＝下記内訳計）

H29予算 H29決算

活動指標名
計画値
（H27）

実績値
目標値
（H32）

目標値
（H37）

地域で実施した防災事業

活動内容

（事業の概要や具体的な内
容、方法など）

①根室市自主防災組織活動助成金の交付
②根室市地域防災推進員による防災講座の実施、協力員の研修参加によるスキルアップ

意　図

（どの様な成果を得ようとして
いるのか）

　地震津波などの大規模災害発生直後は、公的防災機関の対応「公助」には自ずと限界があり、住
民同士が相互に協力し助け合う「共助」が被害軽減の最も重要な行動となることから、「共助」の中
核となる自主防災組織による被害を予防・軽減するための防災活動の活性化を促進し、地域防災力
の向上を図る。

３　事務事業の現状

２　事務事業の概要と目的

対　象

事務や事業が対象としている人
や団体など

自主防災組織、町会

対象者の今後の予想 増加

１　施策体系

施策体系との関連
施策区分 防災・減災対策の強化

施策目標 官民協働による地域防災力の向上に取組むまち

重点プロジェクト ■該当　　□非該当 評価時期
■中間
□事後

事務区分
■自治
□法定受託

別紙１　　　　　　　事務事業評価（中間評価）シート　【平成29年度】

主管課名（担当名） 総務課（総務・防災担当）

事務事業名 自主防災組織活動活性化促進事業 事業番号 12433



６　事務事業の今後の方向性

今後の方向性

■現状のまま継続
□見直しのうえで継続　（□拡充　　□手段を見直す　　□効率化　　□簡素化　　□統合・振替）
□終期設定あり　（H　　年度末終了予定）
□休止
□廃止
□完了

作成年月日 平成30年6月

オ．
他の事業との統合につい
て可能性がありますか

□ある　　□一部ある　　■ない

カ．
受益者に負担をいただく
（又は負担を見直す）可
能性はありますか

□ある　　□検討の必要性がある　　■ない　　□既に負担がある

ウ．
事業内容の中で、見直し
を行う必要はありますか

□ある　　■一部ある　　□ない

　根室市自主防災組織活動助成金については、平成27年度より防災士資格取得に係る経費につい
ても助成対象として拡充したが、必要に応じ、市民ニーズ等に沿った助成制度となるよう見直しを行
いたい。

エ．
単位コストまたは事業費
を工夫できるアイデアは
ありますか

□ある　　□一部ある　　■ない

５　事務事業の評価

ア．
意図する成果に有効に結
びついていますか

■結びついている　　□一部結びついている　　□結びついていない

　各町会が自主防災組織を結成し、更には地域毎や避難所区分毎などで組織間で連携し、地区防
災計画の策定や津波避難訓練などの防災訓練の実施、非常用物品の備蓄など、地域主体の自発
的な取り組みを促進することにより大規模災害への対応に備え、地域防災力の強化に繋がってい
る。

イ．
市以外がその事業に取り
組むことは可能ですか
（民間、ＮＰＯ等）

□可能　　□一部可能　　■不可能

　自主防災組織活動については、共助の理念に基づき地域が主体的に取組むことが理想である
が、組織結成促進や結成後の活動のフォローアップなどの初期の支援、また、助成金交付による財
政的支援を市で実施する必要がある。

４　事務事業の見直し状況や行政課題など
　　（事前評価にかかげた課題について記入）

見直し状況 ■検討中　　□見直し・改善済み　　□見直しをしたが改善に至っていない　　□検討していない

見直しの内容など
①組織結成の促進や結成後の活動のフォローアップなどの初期支援
②根室市地域防災推進員制度の推進

今後の動向・市民ニーズなど

①根室市地域防災推進員については、各地域の防災活動に対する助言や防災講座の実施、また、
推進員の研修参加によるスキルアップなどに取り組む。
②根室市自主防災組織活動助成金については、平成27年度より防災士資格取得に係る経費につ
いても助成対象として拡充したが、必要に応じ、市民ニーズ等に沿った助成制度となるよう見直しを
行いたい。



2-2

H27 H28 H29 H30 H31

1 54.3% 54.3% 77.2% 88.6% 100.0% 100.0%

2

3

4

職員人件費　 （＝人員（人工）× 7,696 千円）

単位コスト実績値　１　（＝総事業費÷成果実績値） 1,502 1,119

単位コスト実績値　２　（＝総事業費÷成果実績値）

11,544 11,544 11,544

総事業費　（＝事業費＋職員人件費） 133,044 99,143 67,544

一般財源 1,500

人員（人工） 1.50 1.50 1.50

内

訳

75,000 63,400 42,000

その他 69

H30予算

121,500 87,599 56,000

国道支出金 45,000 24,130 14,000

地方債

事業費　（＝下記内訳計）

H29予算 H29決算

活動指標名
計画値
（H27）

実績値
目標値
（H32）

目標値
（H37）

整備面積（浸水区域の拡大）

活動内容

（事業の概要や具体的な内
容、方法など）

近年のゲリラ豪雨等の影響による中心商店街の緑町をはじめとする低地部の浸水被害についての
防災・減災対策。

意　図

（どの様な成果を得ようとして
いるのか）

家屋及び店舗等の浸水被害の軽減。

３　事務事業の現状

２　事務事業の概要と目的

対　象

事務や事業が対象としている人
や団体など

根室市民

対象者の今後の予想 減少

１　施策体系

施策体系との関連
施策区分 防災・減災対策の強化

施策目標 官民協働による地域防災力の向上に取組むまち

重点プロジェクト ■該当　　□非該当 評価時期
■中間
□事後

事務区分
■自治
□法定受託

別紙１　　　　　　　事務事業評価（中間評価）シート　【平成29年度】

主管課名（担当名） 上下水道施設課（下水道事業担当）

事務事業名 浸水対策事業 事業番号



６　事務事業の今後の方向性

今後の方向性

■現状のまま継続
□見直しのうえで継続　（□拡充　　□手段を見直す　　□効率化　　□簡素化　　□統合・振替）
□終期設定あり　（H　　年度末終了予定）
□休止
□廃止
□完了

作成年月日 平成30年6月

オ．
他の事業との統合につい
て可能性がありますか

□ある　　□一部ある　　■ない

特になし。

カ．
受益者に負担をいただく
（又は負担を見直す）可
能性はありますか

□ある　　□検討の必要性がある　　■ない　　□既に負担がある

特になし。

ウ．
事業内容の中で、見直し
を行う必要はありますか

□ある　　□一部ある　　■ない

特になし。

エ．
単位コストまたは事業費
を工夫できるアイデアは
ありますか

□ある　　□一部ある　　■ない

すでに工事コストの縮減を図っている。

５　事務事業の評価

ア．
意図する成果に有効に結
びついていますか

□結びついている　　■一部結びついている　　□結びついていない

ハード面での整備については市が中心となり整備し、ソフト面については官民協働による防災・減災
対策の実施が必要不可欠である。

イ．
市以外がその事業に取り
組むことは可能ですか
（民間、ＮＰＯ等）

□可能　　□一部可能　　■不可能

下水道法では「公共下水道の設置、改築、修繕、維持、その他の管理は市町村が行うものとする」と
なっているため。

４　事務事業の見直し状況や行政課題など
　　（事前評価にかかげた課題について記入）

見直し状況 □検討中　　■見直し・改善済み　　□見直しをしたが改善に至っていない　　□検討していない

見直しの内容など 平成27年度に浸水区域の見直しを実施し、現行の3.8haから7.0haに拡大している。

今後の動向・市民ニーズなど 港湾部局と併せた浸水被害軽減対策を実施し、高潮及び大雨等による浸水被害の軽減を図る。



2-2

H27 H28 H29 H30 H31

1 415.4ｍ 415.4ｍ

2

3

4

職員人件費　 （＝人員（人工）× 7,696 千円）

単位コスト実績値　１　（＝総事業費÷成果実績値）

単位コスト実績値　２　（＝総事業費÷成果実績値）

総事業費　（＝事業費＋職員人件費）

一般財源

人員（人工）

内

訳 その他

H30予算

国道支出金

地方債

事業費　（＝下記内訳計）

H29予算 H29決算

活動指標名
計画値
（H27）

実績値
目標値
（H32）

目標値
（H37）

ハッタリ川改修延長（L=415.4ｍ）

活動内容

（事業の概要や具体的な内
容、方法など）

準用河川改修工事などの治水対策を講じ、自然災害による市民生活に対する被害の未然防止を図
り、越水対策の検討や老朽化施設の修繕など実施する。

意　図

（どの様な成果を得ようとして
いるのか）

準用河川敷地に隣接する周辺住民の安全で快適な生活環境の保全。

３　事務事業の現状

２　事務事業の概要と目的

対　象

事務や事業が対象としている人
や団体など

道路利用者

対象者の今後の予想 同程度

１　施策体系

施策体系との関連
施策区分 防災・減災対策の強化

施策目標 広域交通ネットワークの形成と社会基盤の充実したまち

重点プロジェクト ■該当　　□非該当 評価時期
■中間
□事後

事務区分
■自治
□法定受託

別紙１　　　　　　　事務事業評価（中間評価）シート　【平成29年度】

主管課名（担当名） 都市整備課（都市事業担当）

事務事業名 ハッタリ川高潮対策河川改修事業 事業番号 12691

※再掲（事業費は2-9で計上）



６　事務事業の今後の方向性

今後の方向性

■現状のまま継続
□見直しのうえで継続　（□拡充　　□手段を見直す　　□効率化　　□簡素化　　□統合・振替）
□終期設定あり　（H　　年度末終了予定）
□休止
□廃止
□完了

作成年月日 平成30年6月

オ．
他の事業との統合につい
て可能性がありますか

□ある　　□一部ある　　■ない

区分して行う事が必要な事業のため。

カ．
受益者に負担をいただく
（又は負担を見直す）可
能性はありますか

□ある　　□検討の必要性がある　　■ない　　□既に負担がある

河川管理者が行う事業のため。

ウ．
事業内容の中で、見直し
を行う必要はありますか

□ある　　□一部ある　　■ない

河川敷地内の安全確認や環境保全を目的とした事業内容で、現状見直しの必要性は無いと考え
る。

エ．
単位コストまたは事業費
を工夫できるアイデアは
ありますか

□ある　　□一部ある　　■ない

建設的な事業で、その都度最善の工法（事後の維持管理も含め）を検討し実施しており、維持管理
などを含めて意識しながら業務を行っているので「工夫済み」と考える。

５　事務事業の評価

ア．
意図する成果に有効に結
びついていますか

■結びついている　　□一部結びついている　　□結びついていない

平成２６年１２月の爆弾低気圧と平成２７年１０月台風２３号の高潮により築堤を越水したことから、
現地施工条件などから築堤の嵩上げ工事を進めており事業が完成した際には効果の有効に発揮さ
れると考える。

イ．
市以外がその事業に取り
組むことは可能ですか
（民間、ＮＰＯ等）

□可能　　■一部可能　　□不可能

環境整備的な内容とした場合、草刈やごみ拾いなども含まれると思うが、河川周辺の住民や各町内
会での取組みは可能と思われる。
しかし、現地の状況から怪我など危険性の問題を考える場合は、保険等の加入など整備すべき問
題はあると思う。

４　事務事業の見直し状況や行政課題など
　　（事前評価にかかげた課題について記入）

見直し状況 □検討中　　□見直し・改善済み　　□見直しをしたが改善に至っていない　　■検討していない

見直しの内容など

今後の動向・市民ニーズなど

大雨や高潮後などによる河川周辺環境が悪化するケースなど、住宅などが近接している状況下で
の環境保全（維持）を望む市民要望は強く、そのニーズにどこまで対応できるかが、今後の課題と
なっている。
（管理河川数=165河川）


